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研究成果の概要（和文）：　我々は、Sarcoidosis（Sa）に胸部CT所見が類似するIgG4関連呼吸器疾患
（IgG4-RRD）とSaの気管支肺胞洗浄（BAL）液中サイトカインを比較し、前者がTh2、後者がTh1優位であること
を報告した。本研究では同一症例のBAL液で、ケモカインに関して検討した。
　対象は、IgG4-RD：11例とSa：33例。IgG4-RDでCCL26が、SaでCCL1が有意に高値であった。さらにSaではBAL液
中CCL1と、BAL液中総細胞数、リンパ球数、TNF-α、IL-2との間に有意な相関が認められた。以上から、SaのBAL
液中CCL1がTh1と関連した病勢を反映する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： We reported that the cytokines in the bronchoalveolar lavage fluid (BALF) 
of IgG4-related respiratory disease (IgG4-RRD) more closely resemble the Th 2 response than 
sarcoidosis. This study aimed to assess the chemokines in the BALF of IgG4-RRD and sarcoidosis and 
evaluate any possible associations with other markers.
 We examined 12 chemokines in the same BALF samples of the same 44 patients (IgG4-RRD, n=11; 
sarcoidosis, n=33) in which we had previously evaluated the cytokines. The BALF levels of CCL1 in 
the sarcoidosis (median 13.1(0.1-106.9) pg/mL) were significantly higher than those of the IgG4-RRD 
(9.8(0.1-14.7) pg/mL, p<0.05). The CCL1 levels in the BALF were correlated with the total cell count
 (R=0.539, p<0.001), lymphocyte count (R=0.686, P<0.001), TNF-α(R=0.748, P<0.001), and IL-2 (R=0.
757, P<0.001) in the BALF of sarcoidosis. CCL1 might reflect disease activity and its involvement in
 the pathogenesis of sarcoidosis might be more closely related to Th1 than to Th2.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　一般に、CCL1は気管支喘息やアトピー性皮膚炎などTh2関連の疾患に関与されていると認識されている。本研
究で、Th1優位のSarcoidosis（Sa）の気管支肺胞洗浄（BAL）液中でCCL1が、Th2優位のIgG4関連呼吸器疾患
（IgG4-RRD）よりも有意に高値であることを示した。さらに、SaにおいてBAL液中CCL1はBAL液中総細胞数、リン
パ球数、Th1関連のサイトカインと有意な相関が認められた。SaとCCL1に関連する報告は検索した範囲でなく、
CCL1がSaのTh1に関連した病勢を反映していることを初めて報告した。今後、CCL1がSaのバイオマーカーになる
可能性について検証したい。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景：我々は、Sarcoidosis（Sa）に胸部 CT所見が類似する IgG4関連疾 
患（IgG4-RRD）と Saの気管支肺胞洗浄（BAL）液中サイトカインを比較し、前者が Th2、
後者が Th1優位であることを報告した。 

 
２．研究の目的：本研究では同一症例の BAL液を用いて、ケモカインに関して検討した。 
 
３．研究の方法：2007年から 2014年の期間に当科で経験した IgG4-RRD ：11例（中央値 62
（50～78）歳、男女比=9：2）と Sa：33 例（中央値 53（21～77）歳、男女比=9：24）
を対象とした。MILLIPLEX® MAPキット (Millipore社)を使用し、BAL液中の 12種の
ケモカインを測定した。 
 
４．研究成果：IgG4-RRD 群で CCL26 が、Sa群で CCL1 が有意に高値であった。さらに Sa群では 
BAL 液中 CCL1 と、BAL 液中総細胞数、リンパ球数、TNF-α、IL-2 との間に有意な相関が認 
められた（図）。以上から、Saの BAL 液中 CCL1 が Th1 と関連した病勢を反映する可能性が 
示唆された。 
 
 
図.BAL 液中 CCL1 と BAL 液中総細胞数、リンパ球（分画）数、各種サイトカインとの相関 
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